


早期療育の手がかりをうるために,前回にひきつづき,遡及調査(坂本,久田)を継続した。完

成された障害像に対比して,早期にどのようなおくれ,ひずみがあるかを知るためである。

行動異常をともなうものと,ともなわぬものとの間に,粗大運動発達の相異がみられたほか

,一,二の点が解明された。しかし初期の認知の発達に重要な役割を果すと考える視覚-巧緻

運動系の発達に関して,有意な情報はえられなかった。久田の調査母集団については,児童

相談所,総合療育センターにカルテが保管されているものが多く,単なる親への質問という

調査の限果をこえると考えられるので,次年度も更に調査をすすめたい。なお坂本の報告で

は自閉症群において前庭系のhypoactive が証明された。これは,今後の治療の一つの手が

かりになると考えられ,坂本の研究は次年度には,本来の目的である訓練の方法へとすすむ

予定である。 

次に情緒の問題がある。これは感覚運動系の発達と無縁ではないが,それだけで説明できる

ものではない。感覚運動系を構造系とすれば,情緒は調整系ともいえる(阿部)もので,この

発達の経路もまた早期療育の重要な一環である。この点について今回からチームに阿部の

参加をえて追求することになった。 


